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大津市~比叡に{立位する延俗学干J:寺手Hfl人j のヒノキ人二日本に淵うを区を設定し， 1990年 9J~ から

1992年 1)~までの 17 カ月にわたって，土JJI~ql の会議と無機態窓滋賀モの挙節変化を制恋し

この純資林分では，無機態窓議生成能(実号機イヒ能)はA打hpjおよびA胞にあたる表"泊二!こにおい

てみられ，生成される無機態議潔の多くはアンモニア あった。また，鉱質土j付における

-アンモニア態議議.1iì1íl~~態議議の年平均JJI.存協;は， 2.33t/ha， 4.91kg/ha， O.72kg/haで、

あった。鉱質土1f!?におけるアンモニア11E窓殺の現存埜は， J:JVJに向く，冬JtJJに銭くなる{組合jを訴
した。それに対して，鉱質土問における会議議・硝鍛1il局窓索現存哉は不良目的には顕著?な変化を
さなかったc An)'，"Iおよび泌さo~20cmの鉱質土問におけるアンモニア態筑紫の現存法の直分
布は，季節の'J:に呉なり，延期にはA)，;IIにあたるよ部で，冬期には B)¥'i'{にあたる下部で多く ，Ao)C"I 

では冬閣に多くなった。会議活:の議試分布!ま…イドを通して上告11で多く，下部で少ない傾向を訴し

た。

ヒノキの恨の分布が衣!fd に集 11 I しているため養分のIVlJI又がおもに ~<}I;，l;i で、生じていること， 1，Vi二!こ

含有i設が AJ';i7 から BJi;?Î に向かつて仁舛し，按分吸治法が地加することなど，ヒノキ林二七J;]'~では

議がi容JJì~などにより系外(こ流亡する可能性が小さし、ひそのため，

的に 11t~fJ託していると考えられる。

1.はじめに

に代表される養分は 9 効本

."-"-~般に， i'ill.物は議索活2として土成'-11に存在する議議を手1JJ11しているが，織物に利JlJiir存在な窓取
はアンモニアもしくはMi般のような無機態窓訟である。森林土岐で、は，士協議訟の多くは，有機

あり，無機!;iE探索の抵は有機態議言~(こ比べて少なく 1) 2)千分の lから数可分の lである。

このため，森林を構成する植物の成長は袋裂の iíf$作i主に大きく 1t~f? していることが考えられ，

主将!肥料の施JJ[Il.に対する成長増大， j!!fi11主化力の林水生陛|全への影響!などが報告されている:l)

森林ゼは，土墳の1!lf;・機怒議議生成哉は，船木による無機態議畿のl投JI引をおよび消失致をすけ二上

初!っている。この浩子よ剖ったj散がこtJ;]'~111の現存裁として測定される。 j刺殺態壁誕生成やWEJとは

生物的1英国によって生じるものが多しミ。生物j許1'1日立気品や水分などの変化にともなって，つまり

本節約に変動するので，それにともない現存法も季節的な変動を訴すことが予想、される O 過去に，

まと附こ!この 1!!~機態態説明有:設が苧節的に変動することが報告されているヘ
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そこで，本研究マは，ヒノキ林こ!こ壊を例にま)謀議~{JJI存i誌の議直分:1[íおよび水平分布が，守主節

的にどのように変化するかを明らかにすることを目的とした。そして，議議という必須元を通

じてヒノキ林土墳の物質代謝の特散を考察したい。

本li)f究において，試キ:1の分析・に関する有誌な助詩助力安田いた秘Jt!!笹子，京都大学j史学部助

に感謝を述べます。里子外調査でいろいろ研究協力をされた糊谷信彦，京都府立大学政学部助手や

森林生態学研究室の学生・大学院生， lill際林業論研究室の学生・大学院生の浦氏に!謀議iを述べま

す。

II.淵査地の概要

淵11:J也は，大ì~nlí~比叡の延i詰;ミ字社寺有林 j大j に設5まされた。制3ÌI~地には，おもにヒノキ林が造

成されており，沢iuいなど一部にはスニ干のqi立殺されている。花尚坊をほJFjとするこ!こ撲で，ヒノキ
林でlit性総色森林二i二(BB )，または， )自il好i主制色森林土偏乾孤立 (BD (d)) ，ス-'\::'1、本で i自 ìl~ltl:

褐色森林土 (BD )であった。制資Jll!の年平均気棋は10SC，11:'.平均1浄水設は1976mmである。 j二

1般協皮は，気j品よりも数。Cから100C低い{躍を示した。

調まをj也!勾のヒノキ;1:1:齢林に捌査プロットを lカ}好投資した。線高約400m，斜度20。の市東i合j

き j:;十1甜に 10X20m のプロット'â:設援したり林îlìfì は設定1li]::J((;定30~40年生で F これまでに 2 Ii刊の間

伐が実施されている。林況は，平均樹高17.3m'平;gJ腕到底慌22.2cm. Jj句存者断間的合計 (Basal

area) 43.03 m'/ha・立木衡皮1084水Ihaで、ある。概ね閉鎖している林誌も， i泣j迂の!百11えにより，
一斉11に撒少なギャップを形成している。林床は11青いが，ヒサカキ (Euryαjαρomcα)・ヒイラギ

(Osmαnthus heterophyllus)・コアジサイ (Hydrangeαhirtα)・ヒノキ誕生・その{む革本など

のア!将棋生が比較的よく発述している。

，乾性議H立森林ニt(B B )で， Ao府はL'F'Hが比較的よく発述したそダ-111で2
~ 6 cm， AIf.'1!ま4~ 6 cm程度， B/自は90cm以上で、あった。 Alf;Vは，こl::.包が7.5YR3/1で，腕11:誌に

すこぶる市んでいる。また， A貯のごf-.壊構造は 1:11 J廷の|ま11'¥1:状WJ.jiliて、土壌堅街J支は軟または意義で
あった。そのこi二性は砂開設E土 (sandy-loam)であったヴj，BI討は，二i二色i;llOYR5/6で!街
f憶に;乏しかった。 ヒ犠構造は強度のカベ;17ょでご1~)1!~隈術皮は軟で、あった。 J:.'lt!土壌二t (]oam) で

あった。

出.調査方法

初Hをプロットにおいて，おもに鉱14土!{づから試料を採取した。試*:1は， 19901ド9)1から1991年

7月までは，AoWi を除去した残りの ~Il;質こ1::.1符のまごgマ部分( 0 ~20cm) を， 1991 8月から1992

r 月までは AoIW1 およびj'il;l~士.射を実験室に i'ifち帰った。実験窓では，会炭

を測定し

10X20mのプロットをさらに 5X2mのサブプロット20例に分tt，初UH011/i1のサブプロットか

ら土壊試料を採取したり各サブヅロットにおいて土壌拭wいま， IJ:rr百五;fi'f25cm立の円筒lfi!!のコアサン
プラーをmい， ~JJ;質ゴ二部の表明 o ~20cmについて 100ccづっ計 5 府採取した。 Aol日の試料は，掛

間約25cnrにある符機物全てを採取した。実験室に持ち帰った土壊試料は 2叩m自のフルイで淑・

レキ・刻II土l二分け，それぞれの或埜を測定した後，分析jIjl:14に悦した。 Ao/討の試料は，線および
レキを lTì(り出した賎りを測定m試~B/.として用いた。制ごとまたは布機物10 gと2M-KC17j<i容il主10

Omlを200m!得三11jブラスコにいれ， 111寺l111i臨海した後， No. 1 ì慮中~~で ì!，佐過し， 111f，機態探索分析m
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ゴ二投

1無県機態窓索の分析;はま，土壌1111出械について住友化学製刀、スクロ方式形態別窓議溺定装置GCT-

16N却を用いて，アンモニア態議議および硝酸態窓索。IIIMi離を含む)について制定した。

全炭素・全議議は，級!こi二を風li.z:後粉砕し，その数ぽmgを用いて柳本製CNコーダ-MT600控に

より分析したO

土立~9~の議議の無機化能の測定のために，実験窓でのどン培養il:;6l を用いた。ブルイで分けた

抜土状態の綿こと10gを100ml谷;j;lJ Jf:!Lにいれ， 250C無光の条件で培養器内で培養した。…定期間j

i奇君主の後， J二記の方法でtlU出し， 1n~機態議議の分析に共した。ここで，無機態議議生成長をとは，

培養の前後の含有殺の設とした。

lV.結果

1 ) !こノキ林土壌の!必別無機化能

表1. 1寺i州立の~~伝説含有ヰヨ， 301ヨIlIlJ:fi議後のl!!1i機怒絞潔生成長t(アンモニプ態祭主~.締罰走態EE殺人
る無機態絞殺生成;川河合(無機化準)，および会窓楽に対する無機態叙索現作五，(

制合(然機慾熔)

!浴佼 月 [%] NH，+-N'dミJjj(:jll:[*JNO， -N'A~成紋 [*J 無機化権 [%J

Aum 8fJ 0目97 2.59 0.00 2.67 1.31 
9)1 1.24 5.09 0.00 4.10 1.09 
10月 0.94 3.22 0.00 3.43 3.93 

3カ月の王子均1.05 3.63 0.00 3.40 2.11 

。~4c田 8 )1 0.56 0.85 0.05 1.61 1.50 
9)1 0.50 1.74 0.12 3.72 1.23 
10fJ 0.50 1.08 0.52 3.20 1.62 

3カ)1のエi河台 0.52 1.22 0.23 2.84 1.45 

4 ~8cm 8)1 0.34 0.58 0.04 1.82 2.32 
9月 0.34 1.03 0.01 3.05 l.69 
10月 0.34 。目10 0.25 1.03 1.74 

3カnの平均 0.34 0.57 O.LO 1.97 1.92 

8~ 12cm 8)1 0.29 0.00 0.06 0.21 2.50 
9月 0.28 0.83 0.00 2.96 2.16 
LOpj 0.28 。‘00 0.16 0.57 2.12 

3カHの司Z:l匂 0.28 0.28 0.07 1.25 2.26 

12~16cm 8月 0.25 0.00 0.03 0.12 3.08 
日月 0.24 0.50 0.01 2.13 2.73 
10月 0.23 0.00 0.10 0.43 2.79 

3カPJの司王J句 0.24 0.17 0.05 0.89 2.87 

16'-20cm 8PJ 0.23 0.00 0.01 0.04 3.17 

9)q 0‘19 0.36 0.04 2.ll 3.22 
10)J 0岨22 。白00 0.04 0.18 2.79 

3カ月の平均 0.21 0.12 0.03 0.78 3.06 

* :N-mg/100g Dry Matior 
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19911f.・7nからIfiJ1j~ 10月まで，制1í~地の土撲の!必別の議議の無機{と能を実験室のビン培餐訟
により測定した。表iに訴すように，アンモニア態窓講生成が大部分を占めており，硝1駿態

誕生成は少最であった。無機イヒヰさは， AoW，;およびA)i:li にあたる 0'~4cmおよび 4 ~ 8 cmの)¥i'I

位で商く， 8 cm以下のTt)jで依い植を示した。この結染から，窓紫の無機イヒは，おもにAol;;t/およ

びA)留で生じていることが話u変された。
無機化能を決定するこi二域の妥協について検討した。アンモニア態窓訟の生成盤は，会炭議合

(r =0.79)および全窓紫合有蓋 (r=0.81)と有意な相関11をおした。しかし，土壌の
炭素/議議比とは有意な相関を訴さなかった。

硝酸態盗議は，有機物からなる入。!伎では生成されておらず¥生成は鉱質土附tに限られていた。

硝酸態窓紫の生成裁は，炭紫/議議jヒ，炭素没，議潔散のいずれの袈1I51とも有意な相関11は認め
られなかった。

2 )土壌 rþl の会鐙紫と~!!1i機態議議の現存登

表2.1手!削立における形態別袋索現1字放の挙節約な変動 (変動係数)J
および認可1t地点 Illj の変動[各月の変動係数の王子Jむことその様ì1，!!l対立~J

会?長楽 アンモニア態滋言~ lii'j闘を慾袋詰三 C/N!ヒ

季節変動地点1m変動余節変動地点11可変動季節変動地点IlIl変動季節変動地点rll]変動
防位 t/ha % kg/ha % kg/ha % % 

Aol'必 0.58土0.14(24 %) 31土6 1.29士0.69(54 %) 34土7 0.14土0.04(30%)65士1932.6土3.601%)13土13
0'~4cm 0.56土0.09(16%) 20土860.61土0.20(33%)33士170.12土0.05(47%) 70士6422.5こ!:1.5(696)7土2
4~8cm 0φ45土0.09(21%)18土5 0.65士0.24(3696) 32土240.12土0.07(6196)58土5020.0土1.2(596)6士2
8-l2cmOA7土0.09(18%)20土7 0.87土0.29(3496)26土100.13土0.14(54 %) 65土6419.0土1.3(6%)7土2
12-16cmO目43土0.08(1896)22士141.01土0.29(28%) 28土9 0.13士0.07(5396) 66土5918.6:l: 1.3 (7'川7土3
16-20cmO町42土O町06(t69も)23士号 1.22士0.28(239ら)24土100.17土0.10(5796) 79土5517.9土0.9(596)9土2

会総 2.33士0.3204%) 4.91土1.05(2196) 0.72士0.35(必(}o)

表2(こ，各形態'lJIj~堅議の制査JUJI日j の現存泣の平均lill を示す j:棋における会窓索:，アンモニ

ア態議滋， T1i刊紙法議議の現存選:は，それぞれ2.33t/ha，4.91kg/ha， O.72kg/haであった。実[fi1幾

722蜜紫の現存i訟は，全議313哉の0.24% と低い 1í~{ を訴した。

1毛2に，ヒノキ林におけるC/Nと弁形態別の議議の現存哉の斜資地点問の変動と季節的な
変動を変動係数をnいミて去した。全窓お，アンモニア態議議，目指椴態議議の現存i訟の調査地.t~~

[l VJ で、の変動は，変動係数1í告でそれぞei1. 18'~31%， 24~34% ， 58~79%の変動を不した。現存抵

の地点ll:Yl での変動は，会窓3ト;，アンモニア態議議で Ir1J程度であったが，硝i'í変態窓214 で高い地)~~

11号の変動が認められた。

i週 i にヒノキ林における全議議，プンモニア1l~窓長iiv 目再開支f謀議議の現存j訟の季節変動を訴す。

とfIi1i蹴態窓おの現存f設は，明i僚な季節変化を示谷なかった。…ブ，;"，アンモニア態窓おの

と濃度は涯に向く，冬に抵い傾向を示した。各形態百Ijの議訟のJ)!.存殻について，本節的

変動を変動係数を用いて表した。会議議，アンモニア態議京，硝酸!22議議の現存i設の季節変動
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ι一 ~d
 1・.~':tIliJ riffin内i

十市首主~;'
Y 511干什イ市こ件午ts
T住肝引相#同:d~5
でプ作寸同再pi:

の変動係数は， おのおの 16~24% ，

2:3~54% ， 30~61 %となった。現有畿の季

能的な変動と地点間の変動1r比較したがi来，

アンモニア態窓議で明瞭な季節変動が認め

られたが，全集紫と鞘椴態議議の現存散は，

明瞭な季節変動が認められなかった。

3 )ニ!こ撲の全議議，アンモニア態議議，五時酸

態議議の現存議の器産分布の株式

関 2~4 に，ニ!こ壊9'の各!別立ごとの
・アンモニア態議索・鴇酸態窓索の濃度

および現存最を示した。土機91の全議議の
濃度は，表情の AoJ，;~ での平均1.04%から下

!視のBI留での平均0.22%まで明瞭に抵1ごし

た。全議議の;現存競は， Aollでの平均0.58

t/haから BI視の王f1.均0.42t/haまで、減少した

が，ミff存:澄ので!留に向けての減少第は，焼

成ほど顕著でなかった。金銭紫の濃度， :g~ 

は，部資期間を通じて安定していた。

アンモニア態議議の濃度は， AoI留にお

いて平均2.39mg/lOOg DMと高い組を訴し

たが， 0 ~20仰の鉱質こi:lr;~l ては平均0.48~

0.55mg/lOO g DMと抵い怖を訴した。アン

モニア態議議の現存盤:は， AoI訟での平均

1. 29kg/haからAI視の下部 (4~ 8 cm)で、の王子均0.65kg/haと低下の傾向を示したが， AI討の

1てき11から日Jcil-1亡者1¥(16-20cm)にむけて地加のi頃向を示した。

アンモニア態窓議の各二1:椀Ju1f:す:での季節変動会検討した。各土壊!日{立において，アンモニア
態議議の液成・現存iをは，潔から真にかけての地力uj~J と秋から冬にかけての減少j割安もつ明瞭

な季節変動を示した。アンモニア態窓索。〉現存殻・濃度の季節変化には祖皮依存性が認められ

た。各j泌位 (Aoを除く)における月ごとのアンモニア主素濃度と温度との[iil的係数 rは，

0.67 (第 11問)， 0.91 (第 2]討)， 0.92(第 3]説)， 0.92 (第41市)， 0.48 (第5柑)となった。この

品吉井43第51日をi添いた他のI>;iyfj'l:では有;な (P.005) な1'111主，j'!j:が認められた。アンモニア

の濃度を決定する要因として，気識がごと壌盟議のアンモニア化を通じて得与していることが示

唆される。また， <<91:筑こtBN'i¥の-1;"音1¥ (お~5 fÌ!í)では，濃度は気泊以外の~因により決定されて

いることが示峻される。

!盟4(こ示すように， ljì~r唆72R設業のj設定は，アンモニア 1;i~~首謀と同様に， Ao]Cf/で平均0.24mg/

100gDM と高い似合訴したが，鋭;質ごj二での濃度 ti平均0.07~0.llmg/IOO g DMと抵ぃf憶を示し

た。硝椴態盟議の現存:肢は，守i:j今0.12~O.17kg/haと明瞭な:@i夜分布での傾向を訴さなかった c

また，蛸酸態議議の濃度，現存i誌は，…年をi感じてlFlく保たれており， 1#11淡な学部変化は認め
られなかった。 1990 j'1~ 9月および1991年7月にかなり依い純の硝酸態の機皮が得られたが，こ

れらは降水没が多かった月にさ当り，ゴニ境粒子に維持される硝酸I謀議識が降水により i1rE9としたこ

関2.各総{立における程誕の泌
)支および羽干子治の本節変化

とを示11変している O
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ヨド認可査の行われたヒノキ林分で、の土壌における窓議の現存哉は， 2330kg/haであり，京都府予芝

生の冷j品~W落葉樹林での BB211!土壌での2980kg/ha，京都市 111科の BD (d) に立地ナるほノキ人

工林で、の3431kg/ha，2431kg/haに近い矧を示した。樹木に手JjmuJfl~ な無機態の窓紫の現存畿は

5.62kg/haであった。ゴニ撲において生成された無機態議畿のうち，土壌に維持されている無機f誌

の議議最は金提案の0.24%にすぎなかった。提ら 2)は，i羽生の<%i.初日f落葉樹林で金盟主将のうちの

無機態議議の割合を乾性褐色森林土BB~程で、0.20% ，適ìll\l'I笠掲色森林士:BD~~! で、 0.67% と報告して

いるO 土壌の無銭態議議最は，通常において金援謀議艇の 1%以下であることが知られているが，

土壌における無機態窓訟の現存法についての考察は少ない。ここでは，土壌における無機態議

の現存法について，ゴニ壌の無機化能， ;紙機態窓訟のごl'壊における維持?の株式から検討を行う O

ヒノキ林の盗殺無機イヒ能

実験室において 3 ヒノキ林こと撲の部位別の無機化能を測定した結果，この林分での窓3誌の無機

化の大部分は，有機物j持 (AoJ符)と ~Jl;質土 AJ~?i"(" 行われていることがJl尽かとなった。また，宥機

物!日における議紫はアンモニア 1ì~懇話f まで1!l~機化されたが，硝j駿 f謀議議の生成は検出されなかっ

，鉱質土AJ日でのさ芝議の書!ft機イヒでは， 1i~í酸の生成が認められたが，土壌での無機r~~議

に占める1ii1i酸態の割合は， 5 -20%と散い1rliを訴した。これまで，盟議のinr;j幾化取は，各聴の儲
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位森林土における此紫/筑紫比 (C/N比)とIJIJ1*、していることが報告されており， C/N!tの高

い乾性褐色森林土の?!l~i~主化率がC/N!ヒの抵いi臨 i際ll'l金制急森林土の無機化率に較べて依いことが

J:1lられている 81

しかし実験室での11制約ヒ能の実験から，同じ;ヒJj!ut~の林分での地点間て、の?!!~機化事の中日述は，

C/N比とは関係しておらず，:1二JJillドで、の金銭訟の現存監と有意な関係を訴した。同じ土壌m!の
林分内での無機化率の変異がC/N比と相i認を訴さないことが，適iIMJ'1笠尚色森林ニヒについても失11

られている910 ヒノキ林土壊にJili1'i'lする有機物件?の澄は，地点|笥で大きく異なり，それにともな

い，鉱質土肘特に袋l関ニヒに合まれる有機物殻も変動する。つまり，宥機物議:に比例する鋭機化力

もまた，地点i笥で変動することを訴している O その結果，林水に利用可能な1!¥日幾態笠訟の
は，地点ごとで異なることが予想される。土壊のアンモニア態窓棄の現存:援の地点i聞での変動の
割合は，議議の地点;聞での変動の割合とi司じ税皮であった。この給条から， I司…の林分でのア
ンモニア態窓討をの現存盤の地点I!立の変動は，地点IliJでの議索現存:強:に依存した議訟の無機化埜の

変動を!又映していることが示唆される O

土撲のC/Nftri皮と無機化の様式

こヒ演における議議の1!話機化は，微生物による有機物の分解の…過殺として進行している。ゴ:淡

において，捕物と微生物は共通の資源として無機態窓おなどの11号機

j:~~J買を必要としている O 微生物は，有機物の分!9lf，により決議と議議を手IJ)召している。決議に比べ

てき設の少ない， C/N比の商い有機物では，議議は{放生物の体に取り込まれて不動化され議

のi1!lf，機化は生じにくい。 Staafら町立，ヨーロッパアカマツ針葉の分解実験から， ~J-某:からの議議

の1!号機化は，分解やi呼吸によりH議のC/N比が微生物の代謝に必要な離合 (C/Nロ 60) より抵
くなった時点から生じることを報告している。分解や呼吸により，さらに炭素が失われると林床

C/N比はfWi生物wのC/N=12まで低下する。 C/N比が12以下の場合，土JJQiま微生.
物が代議jのエネルギー源として利用する炭素の不足した状態になる。こうした， C/Nよじのiほい
状態では，アンモニア態議議からの11号機的なエネルギーにより生活する巡硝酸化成閣や硝酸化成

Ij¥iなどによる硝般化が生じやすい条件が提供されている。 C/Nlとが101iir後と低いj@ilIH性初抱;森

林ニとで、は，有機物の分解によるアンモニアイヒとそれを利用した締酸化がj接行しており，

のがi般の総合が高い。…ブJ，土壌の有機物roの発透した!?針生褐色森林土では，C/N比が潟
く 1!lf，機化はアンモニア態窓~~までしか進行していないことが予測されている O

は，地上官11からの 1)ターなどの有機物の供給により出liJ守-されているので，

!付の士.お~1iH~長物!時 (AO)i~りから|ご!叫に向かつて C/N のよじ13去は m:-lずの ltI{IEfJを示し， C/Nltの{頃

皮がニヒ墳に生じている。本調査地における土壌のC/N!とは，土機有投物J.:a(Ao)';引で30であり

下Jrrlに!勾かつて20まで低下ーした。こうした， C/N!tの状態で木部j資地で、の議訟の無機化は，お

もにずンモニアj誌の状態まで進行していた。

土壌における無機態議案の最低分布の様式

出 5 に，実験室でìJ特定されたこj二壌の特J同位での力号機態議*・成と野外で、の:ヒjl~111 の 11\[，機 !iiE窓

の比較

去される。

アンモニア態議訟の現存法アンモニア

流入没)… q泣物やlJ設:cf:.物によるアンモニア

無機i誤窓訟は，大部分がアンモニア

からのアンモニア態議議の

ー(下!必へのifle失

から，



土壌での議2誌の無機化は，おもに Ao)'~'i

と ~1;; 質二!二人間 (0 ~ 8 CI日)で生じていた0

11号機化の;j~テンシャルは，上!日から下}日

に向かつて明瞭な減少を示していた。

この結栄から，野外においても土墳のア

ンモニア態議議の生成殺は，おもにAo

!<;jl c AN~' で行われていると考えられる。
本部j資林分に近接したとノキ林での，

分吸収をしている細根の分布は，表j日か

ら下!国に向けて低下し，細根の大部分は

土壊有機物l視と AF，TIに分布しているこ

とが報告されている1~細線の分布様式
から，土壌での植物によるアンモニア態

遊楽の利用量も，生成致とITi吋;長に土壌有

機物問 (Ao)削と AJ~誌で大部分が生じ

ていることが示唆される。

従って， J二の式で、訴されるように，ゴ:
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jj~表明の入日開や人!視でのアンモニア態

窓紫の現1拝子盆の季自郎!II的な変化lは立， アン司モ三 凶5，アン Jモをニ γ:慾箆怠滋~式潔三の丹住'.11成j記幻Lυ;汲設g現l 干存干字引U一イ心n
ニア態窓誕の生}成或;殻:鼠設と利用混殻.の司季主節的 7友五1官側l!則i羽IJ: 3ω01:行¥1間i詰m叩iり引iリt桝i汚?猿?後炎のF生ドh‘1成J或父幻i沿i誌設;iA，手お{訓iJ倒l日!u上:J;現iはi平符子)Jぷ1di‘

変動カか、ら生じることが示唆される。 ~l!~

機態窓識であるアンモニア態議議は土焼のカチオン交換能によって土壊に吸器されやすくす予易に

流失しない傾向をもっO ヨド;制資i也において，ごと撲の各府{立でのアンモニア

変動は，こLJj~の有機物l砕 (AoJ.;?，，)と BJ~予の下 JW16~20cmの!別立を徐いて土取の脱皮と

関を訴した。…ブ1]，土壌の下回での現存哉の変化は，上J刊で生成されたアンモニア

でi'i立物に利JrJされなかった余剰のアンモニア態翠議が土壌J]<.により下Wiに移動し粘土
いj:JJ!a立二子lこi段着保持された盤会去している。
本日jMJltの行われたヒノや林では，議の無機化はこ|二境の去!持の土成有機物).;;'，' (Ao)市) と鋭;質

ごj二(AJCi，')会小心に千i'われており，同時に無機化の胤んな土壌!符1il:に樹木の総|艇の大部分が分;ffi

していた。また，符機物の分解により;l)!~移民化は，アンモニア態までj並行していたが， r~ts ぃ C/N比

を反映して鵠酸化の割合 i判長めて少なかった。一般に，土j哀条1'j二の思い乾'I~ti討をL森林ごとなどでは，

分解が遅く，その結果，ニl二壊には衣服のこと域有機物JIli(Aol同)から“ごjMの人材まで潟いC/N比

のこ仁境条件が成り立っている。これまで，こうした乾性褐色森林こ!こは， C/N比が低い硝酸化活

性の臨んな適ìl~ltl:褐色森林ニi二に比べて樹木の成長が恐いことが示されてきている。 -jj ， 本制査

地のように乾性制急森林土では，有機物に議較されている窒:訟は， ~!!ri機化によりアンモニプ f談窓

に;ll!fi主主化され樹木に効率的に利用されている。また，アンモニア態窓訟は，硝i唆態窓紫にくら

べて土壌にl汲殺されやすく態系外への土壌水にともなう流1とが少ない。本制査地のヒノキ林の

ように議訟の1乃点台|聞が， i'ia物や敏生物の成長のfliUI浪嬰問となっている森林生態系では，樹木の恨

系の手1・効なき首謀科用ときをおのアンモニア態による土壌への rVi務 íì~のI治大の 2 つの機舗により，

~JJな議の平IjJlj および保持機統治'1mれ、ていることが考えられる。
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Resume 

Spatioぺ巴mporalvariations of mine1'al nitrogen was measured fo1' 17 months， f1'om 

Septembe1' 1990 to Janua1'Y 1992 in a Chamαecypαris obtusαplantation located in 

Enryakuji-Temple's forest on Mt. Hiei， Shiga， Japan. 

1n this experimental stand， nitrogen mine1'alization occured only at organic layer and 

uppermost mineral soil horizon. In this case， min巴ralizationstayed at ammonification. 

Nitrification was detect巴dslightly. The m邑anannual cont邑nts of total and mineral 

(ammonium and nitrate) nitrogen in mine1'al soil horizons are 2.33t/ha，4.91kg/ha， and 

O.72kg/ha， respectively. The content of ammonium-nitrogen in miner必 soilchanged with a 

flactuation of temperatu1'e. While total and niもratenitrog叩 didnot show the significant 

change. 

Th己verticaldistribution pattern of mine1'al nitrog邑nin organic layer and mineral soil 

changed with a climatic flactuation. 1n the high temperature season，1'elativ叶y high 

concentration at A hm匂onwas found. On the other hand， in low tempe1'atu1'e season， 

1'elatively high at B ho1'izon. That of total nit1'ogen had an uniform trend that the content was 

high in upper horizon and became 10we1' downwa1'ds th1'ough the period. 

1t is suggest♀d that soil巴cosysytemsof a Chαmαecypαris obtusαplantation cycles nitrogen 

effectively due to nut1'ient cons巴rvingmechanisms that prevent leaching 01' loss f1'om the 

ecosystem， since th巴1'ootsystems of Chαmαecypαris obtusαstands concentrate in the fo1'est 

floor and the soil texture become h倒 vierdownwards th1'ough soil profile causing high 

adso1'ption of ammonium. 




